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2023 年 12 月 25 日 

各 位 

会 社 名 環境のミカタ株式会社 

代表者名 代表取締役社長 渡辺 和良 

（コード：9224 TOKYO PRO Market） 

問合せ先 取締役管理本部長 青木 克之 

電話番号 054-622-1130 

 

（訂正）「2023 年９月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 2023 年 11 月 14 日に開示しました「2023 年９月期 決算短信〔日本基準〕（連結）に一部訂正があ

りますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．訂正の理由 

  「2023 年９月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の発表後に、連結貸借対照表の当連結会計年度

の表記に一部誤りがあることが判明したため、関連する箇所の訂正を行うものです。 

 

２．訂正の内容（訂正箇所は下線部） 

  〈2023 年９月期 決算短信〔日本基準〕（連結） サマリー情報〉 

  １．2023 年 9 月期の連結業績（2022 年 10 月１日～2023 年９月 30 日） 

  （２）連結財政状態 

   【訂正前】 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2023 年９月期 4,977 961 19.3 6,803.31 

2022 年９月期 3,708 690 18.6 6,201.54 

 

   【訂正後】 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2023 年９月期 5,037 961 19.1 6,803.31 

2022 年９月期 3,708 690 18.6 6,201.54 
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〈添付資料 ２ページ〉 
1. 経営成績等の概況 
（２）当期の財政状態の概況 
【訂正前】 

（流動資産） 
（略） 

（固定資産） 
当連結会計年度末における固定資産の残高は、4,024,207 千円（前連結会計年度末は、

2,771,066 千円）となり 1,253,141 千円増加しました。建設仮勘定が 636,255 千円、土地が
402,980 千円、建物及び構築物が 255,539 千円増加したことが主な要因であります。 

 
（流動負債） 

当連結会計年度末における流動負債の残高は、1,289,700 千円（前連結会計年度末は、
920,214 千円）となり 369,485 千円増加しました。短期借入金が 179,000 千円、１年内返済
予定の長期借入金が 296,612 千円増加したことが主な要因であります。 
 

（固定負債） 
当連結会計年度末における固定負債の残高は、2,726,391 千円（前連結会計年度末は、

2,098,548 千円）となり 627,843 千円増加しました。長期借入金が 593,062 千円増加したこ
とが主な要因であります。 
 

（純資産） 
（略） 

  
  【訂正後】 

（流動資産） 
（略） 

（固定資産） 
当連結会計年度末における固定資産の残高は、4,084,787 千円（前連結会計年度末は、

2,771,066 千円）となり 1,313,720 千円増加しました。建設仮勘定が 636,255 千円、土地が
402,980 千円、建物及び構築物が 255,539 千円増加したことが主な要因であります。 

 
（流動負債） 

当連結会計年度末における流動負債の残高は、1,309,700 千円（前連結会計年度末は、
920,214 千円）となり 389,485 千円増加しました。短期借入金が 199,000 千円、１年内返済
予定の長期借入金が 296,612 千円増加したことが主な要因であります。 
 

（固定負債） 
当連結会計年度末における固定負債の残高は、2,766,791 千円（前連結会計年度末は、

2,098,548 千円）となり 668,422 千円増加しました。長期借入金が 573,062 千円増加したこ
とが主な要因であります。 

 
（純資産） 

（略） 
 
〈添付資料 ３ページ〉 
（３）当期のキャッシュ・フローの概況 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

【訂正前】 
財務活動によるキャッシュ・フローは 552,108 千円の収入（前年同期は 511,930 千円の収

入）となりました。これは主に、長期借入れによる収入 554,585 千円、長期借入金の返済に
よる支出 272,990 千円、株式の発行による収入 170,700 千円によるものです。 

 
【訂正後】 

財務活動によるキャッシュ・フローは 552,108 千円の収入（前年同期は 511,930 千円の収
入）となりました。これは主に、長期借入れによる収入 554,585 千円、長期借入金の返済に
よる支出 292,990 千円、株式の発行による収入 170,700 千円によるものです。 
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〈添付資料 ４ページ〉 

  ３．連結財務諸表及び主な注記 

  （１）連結貸借対照表 

【訂正前】 

 
前連結会計年度 

(2022 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(2023 年９月 30 日) 

（略） 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,367 2,468 

   繰延税金資産 66,722 - 

   その他 53,447 62,162 

   貸倒引当金 △1,195 △1,190 

   投資その他の資産合計 120,341 63,440 

  固定資産合計 2,771,066 4,024,207 

 資産合計 3,708,995 4,977,400 

 

 

【訂正後】 

 
前連結会計年度 

(2022 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(2023 年９月 30 日) 

（略） 

投資その他の資産   

   投資有価証券 1,367 2,468 

   繰延税金資産 66,722 60,579 

   その他 53,447 62,162 

   貸倒引当金 △1,195 △1,190 

   投資その他の資産合計 120,341 124,020 

  固定資産合計 2,771,066 4,084,787 

 資産合計 3,708,995 5,037,980 
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〈添付資料 ５ページ〉 

【訂正前】 

 
前連結会計年度 

(2022 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(2023 年９月 30 日) 

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 99,803 80,640 

  短期借入金 300,000 479,000 

（略） 

  流動負債合計 920,214 1,289,700 

 固定負債   

  長期借入金 1,646,166 2,239,228 

  リース債務 95,021 78,658 

  繰延税金負債 - 31,894 

（略） 

  固定負債合計 2,098,548 2,726,391 

 負債合計 3,018,763 4,016,091 

純資産の部   

（略） 

 純資産合計 690,232 961,308 

負債純資産合計 3,708,995 4,977,400 

 

【訂正後】 

 
前連結会計年度 

(2022 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(2023 年９月 30 日) 

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 99,803 80,640 

  短期借入金 300,000 499,000 

（略） 

  流動負債合計 920,214 1,309,700 

 固定負債   

  長期借入金 1,646,166 2,219,228 

  リース債務 95,021 78,658 

  繰延税金負債 - 92,474 

（略） 

  固定負債合計 2,098,548 2,766,971 

 負債合計 3,018,763 4,076,671 

純資産の部   

（略） 

 純資産合計 690,232 961,308 

負債純資産合計 3,708,995 5,037,980 
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〈添付資料 10 ページ〉 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 

 

前連結会計年度 

(自 2021 年 10 月１日 

至 2022 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(自 2022 年 10 月１日 

至 2023 年９月 30 日) 

（略） 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 255,000 179,000 

 長期借入れによる収入 503,000 554,585 

 長期借入金の返済による支出 △210,646 △272,990 

 社債の償還による支出 - △50,000 

 リース債務の返済による支出 △28,745 △22,508 

 株式の発行による収入 - 170,700 

 配当金の支払額 △6,678 △6,678 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 511,930 552,108 

（略） 

   

   

【訂正後】 

 

前連結会計年度 

(自 2021 年 10 月１日 

至 2022 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(自 2022 年 10 月１日 

至 2023 年９月 30 日) 

（略） 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 255,000 199,000 

 長期借入れによる収入 503,000 554,585 

 長期借入金の返済による支出 △210,646 △292,990 

 社債の償還による支出 - △50,000 

 リース債務の返済による支出 △28,745 △22,508 

 株式の発行による収入 - 170,700 

 配当金の支払額 △6,678 △6,678 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 511,930 552,108 

（略） 

 

以上 

 


